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画像圧縮

圧縮の方式には、“可逆圧縮”と“非可逆圧縮”の二つの方
式があります。
・ 可逆圧縮：データの損失が全く起こらない圧縮方式である
が、一般的に圧縮率は低い。
・ 非可逆圧縮：データを完全には復元できない圧縮方式であ
るが、圧縮率は高い。
電子化における画像圧縮は、ファイルサイズを削減する目
的で非可逆圧縮が多く使われています。可逆圧縮では画質劣
化の心配はありませんが、非可逆圧縮では、ファイルサイズ
を小さくするほど画像品質（見読性）が劣化するため注意が
必要となります。
本ガイドラインでは非可逆圧縮を対象に、圧縮における注
意点を示していきます。

（１）課題と目標

ファイルサイズの削減と画像品質（画質）のバランスが圧
縮のポイントであり、以下の課題が存在します。
・ 圧縮する文書の種類（内容）によって、出力されるファイ
ルサイズが異なる。
・ 画質の評価は主観的なものであり、良否判断が難しい。
これら課題を踏まえ、電子化に関わる利用者の参考になる
ことを目指して検討を進めています。

（２）圧縮方式

カラー画像の圧縮に対応し、規格化と普及が進んでいる圧
縮方式として、JPEGおよび JPEG2000を対象にしました。

・JPEG ：JIS X 4301（ISO/IEC 10918、ITU-T T.81）
・JPEG 2000：JIS X 4350（ISO/IEC 15444）

（３）評価画像

原稿の地色を真っ白にする画像補正を適用すると圧縮率は
高くなりますが、例えば文書の「真正性」が損なわれるため、
原稿の階調が再現される設定で画像を採取して圧縮を行いま
した。評価には以下のチャートを使用しています。
・ JIIMAチャート：JIS Z6014  モノクロのチャート。

文字の再現性に着目。
・JBMIAチャート：JIS X6933 カラーチャート。

図表中の文字に着目。

ガイドライン（注意事項）

（１） 画質の定量的評価（数値化）

画像を定量的に評価できれば、画質の良否を具体的に示す
ことができますが、原稿内容（文字の大きさや、図柄）によっ
て数値が相違することがあるため、画質は主観的な評価に委
ねることがほとんどです。
しかし圧縮に関しては、原画像と圧縮後の画像の差異を計
測することで、劣化度合いを推測することが可能であるため、
数値評価を補助的な値として参照することを試みました。

① 評価方法
・PSNR（Peak Signal-to-Noise Ratio）
非可逆圧縮によって発生する差異（ノイズ）と元画像の比
率で、単位はdB（デシベル）で表される。この値が大きい

電子化文書の
画像圧縮ガイドライン
JIIMA標準化委員会　副委員長（JIS担当）　小

　こ ばこ

箱  雅
まさひこ

彦

紙文書の電子化の中でも画像圧縮は、保管容量の削減やネットワーク負荷を低減するために必要不

可欠な技術です。ただし、過度な圧縮はｅ-文書法や電帳法における技術要件である「見読性」を損

なう可能性もあるため、圧縮率と見読性のバランスを取るための要件を明確にすることが必要です。

JIS委員会では「画像圧縮に関するもう少し具体的なガイドラインが必要」との要望から、文字の可

読性をポイントにしたガイドラインの作成に着手しました。

標
準
化
へ
の
道

標準化委員会報告　3



22 月刊 IM  Vol.50 No.５ 2011-５月号

ほど差異は少なく、元の画像に忠実であることになる（同一
の場合は∞）。
・SSIM（Structural SIMilarity）
PSNRと同じく原画像との比較であるが、人の視覚特性を
考慮した数値比較を行っており、主観評価と客観評価（計算
結果）の一致性はPSNRより高い傾向にあると言われています。
しかし、計算に用いるパラメータ値によりSSIM値が変化
するため、対象とする画像におけるパラメータ値の妥当性を
評価したうえで運用する必要があります。

② 数値目安

・汎用の圧縮ソフト（圧縮の強さはデフォルト設定）
表１は汎用のソフトで、圧縮の強さにデフォルト値を適用

した際の評価値です。
　これ以上の強い圧縮を適用すると、文字の可読性は低下し
ており、サイズと画質がバランスされたところは、PSNRで
約30dB以上、SSIMで約0.90以上が目安になると思われます。

PSNR SSIM 主観評価
40～∞［dB］ 0.98以上 元の画像と圧縮画像の区別がつかない
30～40［dB］ 0.90～0.98 拡大すれば劣化がわかるレベル
30以下［dB］ 0.90以下 明らかに劣化がわかる

・表２で示す数値は出力画像を主観的に評価したものであ
り、評価する原稿に依存するため、目安として捉えてください。
・SSIMは計算に用いるパラメータ値が一義的に定められて
いないため、当ガイドラインではPSNRを画像圧縮の評価指
標としました。

 （２）圧縮率

① 圧縮の強さは中程度が目安
Ｐ24にJPEGおよび JPEG2000の圧縮強さを変えた文字画
像サンプルを示します。
先の数値目安で行った汎用ソフト（デフォルト値）での確

認およびP24サンプルから、文字が可読できるJPEGの圧縮
設定は「中」が目安であると判断します。
また JPEG2000は、「中よりやや強い」圧縮の適用が可能
です。

② 圧縮率（ファイルサイズ）
同じ原稿サイズ、解像度および圧縮設定でも、原稿に記載
された内容によりファイルサイズは大きく変化します。文字
の多い原稿はファイルサイズが大きくなり、余白の多い原稿
はファイルサイズが小さくなります。また、使用するソフト
によっても圧縮率は異なります。

300dpiの場合はもう少し強い圧縮を適用しても、文字の可
読性は200dpiに比べて損なわれ難いため、もう少し圧縮率を
高くすることができます。

③ JPEG2000の圧縮率
JPEG2000はJPEGより一般に圧縮率は高く、
JPEGより小さいファイルサイズでも同等の画
質が得られます。P23のグラフはPSNRが同じ
になるように圧縮した際のファイルサイズ比較

であり、JPEG2000はJPEGに対し３割～５割程度ファイルサ
イズが削減されています。
ただし、JPEG2000はJPEGより複雑な処理を行うため、
処理時間（圧縮／解凍）はJPEGより遅く、３～５倍の時間を
要します。採用においては、ファイルサイズと生産性とのバ

　
　
　

PSNR［dB］ SSIM
JIS Z6014チャート JIS X6933チャート JIS Z6014チャート JIS X6933チャート
200dpi 300dpi 200dpi 300dpi 200dpi 300dpi 200dpi 300dpi

ＰＤＦ作成ソフト 31.9 33.0 31.7 31.9 0.94 0.92 0.91 0.90 
ファイリングソフト 29.4 30.2 29.7 30.2 0.92 0.90 0.86 0.86 
文書管理ソフト 29.4 30.5 31.6 31.9 0.94 0.92 0.91 0.89 

圧縮率：圧縮前のデータサイズと、圧縮後のデータサイズの比率。高い
圧縮率とは、圧縮前のファイルサイズに対し、圧縮後のファイ
ルサイズが大幅に縮小されていることを指します。また圧縮率
を高めることを強い圧縮を適用すると表現します。

JPEG：静止画像の圧縮方式の一つであり、ファイルフォーマットでは
ありません。

PDF：複数の画像を束ねるフォーマットとしてPDFがよく使われてい
ます。PDFに変換する際に画像ファイルは、白黒二値画像は
CCITT G4圧縮、カラーやグレースケール画像は JPEG圧縮され、
PDFファイルに格納されるのが一般的です。
PDF作成ソフトには圧縮の強さを設定できるものがありますの
で、必要に応じて設定を調整してください。

表1　汎用圧縮ソフトの画質評価例

表2　圧縮画像の数値目安
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・圧縮の強さ：中程度を目安とする（200dpi）
・圧縮率：原画像に対するファイル容量の目安
　　JPEG ：1/10 ～ 1/30 程度
　　JPEG 2000 ：1/15 ～ 1/50 程度

ポイント
  圧縮後の画像：PSNRで30dB以上を目安とする

ポイント
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ランス（コスト）を考慮する必要があります。

 （３）文字の大きさと解像度

圧縮の強さは可読性に影響を及ぼしますが、解像度も可読
性に大きく影響を及ぼします。
ファイルサイズの抑制と可読性をバランスするには、再現
したい文字サイズを目安に読み取りの解像度および圧縮の強
さを調整することを推奨します。

200dpiで読み取る方がファイルサイズおよび読み取り時間
を削減することができます。
スキャナの読み取り解像度を上げることで、細かい文字で
も確認することはできますが、その文書は人にとって読みに
くいものとなります。

人にとって優しい文書は、電子化（圧縮）にとっても優し
い文書といえると思います。

（４）文字の色

JPEGは視覚的に感度の低い情報を間引く方式を採用して
います。そのため、淡い文字は変換によって解像度の情報が
失われやすい傾向にあります。また淡い色は元来、圧縮しな
くても視覚的なコントラストが低いため見読性が低く、重要
な情報は濃い文字で記載する必要があります。

（５）グレースケール読取り

カラー読み取りが必須でない原稿においては、グレース
ケールで読取りを行って圧縮を適用することも、ファイルサ
イズの削減において効果的な方法です。白黒の二値化画像に
比べるとファイルサイズは相当大きいのですが、小さい文字
の可読性は良くなります。

（６）ノイズ

圧縮率を高めると、原画像にはないノイズが現れます。
ただし、これらノイズが現れるのはかなり圧縮率を高くし
た時に起きることが多く、文字の可読性が損なわれている可
能性も高いため、圧縮の設定を見直す必要があります。

おわりに

今回のガイドラインで示す値は、使用した原稿サンプルや
圧縮ソフトが少ないため、該当しないケースもあると思いま
す。しかし「何らかの目安があった方が検討しやすい」との
意見から、値を示すようにしました。
ネットワークに占める画像データの比率の高まりから、今

電子化文書の画像圧縮ガイドライン

200dpi： 同等PSNR画質でのデータサイズ比較
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200dpi： 同等PSNR画質でのデータサイズ比較
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300dpi： 同等PSNR画質でのデータサイズ比較
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確認ソフト
・JPEG：cjpeg
・JPEG 2000： JasPer version　1.900.1

  重要な情報は濃い文字で記載する
ポイント

電子化（圧縮）を前提とする文書の文字サイズは、
７ポイント以上を推奨する。
・ 文字サイズ７ポイント以上 ：  
　　200dpi で圧縮の強さ 「中」
・  文字サイズ７ポイント未満 ：  
　　300dpi で圧縮の強さ 「中よりやや強め」
（ポイントは写植文字の大きさの単位で、１ポイント=0.3514mm）

ポイント
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後も画像圧縮は電子化における重要技術であることに変わり
はなく、現在取り組んでいるガイドラインを充実させていき

たいと考えています。
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